
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（木曽地域） 

平成 29年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 歴史的文化遺産を活用した地域活性化 

事業主体 

（連絡先） 

大桑村 

木曽郡大桑村大字殿 1-24  大桑村教育委員会 生涯学習係 

事業区分 （３）教育、文化の振興に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 736,948円（うち支援金：552,000円） 

 

① 多くの人に森林軽便軌道敷設

発祥の地と歴史的背景を知っ

てもらう 

② 後世へ伝える 

③ 地域の歴史的資料等を形にし

て残す 

※自己評価【Ａ】 

【理由】 

歴史的背景を分かりやすく 1 冊

にまとめることができ、予想以

上に多くの人に興味を持っても

らい、風景の美しさだけでない

阿寺渓谷一帯の魅力を知っても

らうきっかけになった。 

【出版記念講演会の様子】 

 

 【目標・ねらい】 

 

① 多くの人が興味を持ってもらうきっかけになっ

た。 

② 小中学生に、地域の魅力や歴史を知る資料として 

活用してもらうため、配布することができまし 

た。 

③写真等を掲載しわかりやすく、小中学生にも理解で 

きる内容になりました。また、阿寺渓谷の魅力も併 

せて掲載することで内容が充実した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本遺産に認定された“阿寺渓谷”は、水の色の美

しさで知られていますが、森林軽便鉄道の敷設が日本

最古であることが林野庁の近代化遺産に認定されて

おり、歴史的価値の高い文化的遺産であるにも関わら

ず、そのことはあまり知られていませんでした。 

そのため、阿寺渓谷一帯の阿寺山の歴史的背景を後 

世へ伝え、森林軽便鉄道敷設の歴史的背景や価値を多

くの人に知ってもらい、地域の魅力として再認識する

とともに、資源の有効活用と地域の活性化につなげる

ことを目的に、これらの内容を 1 冊にまとめたガイ

ドブックを作成しました。 

＊『阿寺山の小史』500冊作成（Ｂ5版 69ページ）  

＊出版記念講演会の開催（3月 9日） 

『阿寺の小史』をガイドブックとして、現地をめぐる生涯学習講座を開催する。 

 


